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研究成果の概要（和文）：本研究では、デモクラシーとリベラリズムの連関に着目するという研究手法をとるこ
とによってA・D・リンゼイの政治思想を統一的に把握することを目指し、結果として、「社会の理論」としての
デモクラシーと「統治の理論」としてのデモクラシーという二分法を用いつつ、リンゼイ自身がデモクラシー論
についてリベラリズム論に資する議論として位置づける形で、両者の関係を整理していたことが明らかとなっ
た。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research is to reconstruct the political thought of A.D.
Lindsay by focusing on the relationship between democracy and liberalism. Through this research, it 
has become clear that Lindsay himself linked between democracy and liberalism by　regarding 
democracy as contributing to liberalism, using the dichotomy of democracy as a theory of society and
 democracy as a theory of government.

研究分野： 西洋政治思想史
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究は、デモクラシーとリベラリズムの

連関という点に着目することによって、20 世
紀前期イギリスにおいてオックスフォード
大学を拠点に活躍した労働党所属の政治学
者、A.D.リンゼイ(Alexander Dunlop Lindsay, 
1879-1952)の政治思想を統一的に把握する
ことを目指した。 
本研究開始当初の学術的背景としては、第

一に、リンゼイのデモクラシー論に関するこ
れまでの研究状況、第二に、リンゼイのリベ
ラリズム論に関する研究状況を挙げること
ができる。 
 
(1)リンゼイの政治思想に関する日本の研究
は、ある点では英語圏における研究以上に、
リンゼイのデモクラシー論を高く評価し、研
究してきたと言える。近代デモクラシー思想
に対するイギリス・ピューリタニズムの貢献
について論じたリンゼイのデモクラシー論
は、戦後民主主義との関係において注目され
て以来、近年まで一定の関心が寄せられてき
た。そして 90 年代末には、人文学者・社会
科学者らによるリンゼイ論集として、永岡薫
編『イギリス・デモクラシーの擁護者 A.D.
リンゼイ―その人と思想』（1998 年）が刊行
された。 
 
(2)他方で、近年のイギリスやアメリカにお
いては、世紀転換期イギリスの社会・政治思
想を対象とする研究の進展に伴って、同時期
に新たなリベラリズム論を提示したイギリ
ス理想主義、ニューリベラリズム等について
の研究書が多数公刊されている。そして、こ
のような研究上の蓄積を踏まえて、積極的な
自由の概念を提示しつつ、社会立法を通じた
一定の国家介入の必要を説いたイギリス理
想主義者との関係に着目した、リンゼイのリ
ベラリズム論に関する研究も現れてきてい
る。 
 
(3)しかしながら、これら双方の研究動向を
関連づけようとする立場からの、リンゼイ政
治思想に関する総合的な研究は、いまだ行わ
れてはいない。 
 
２．研究の目的 
 
そこで本研究においては、このようなリン

ゼイのデモクラシー論に関する研究状況と、
リベラリズム論に関する研究状況とを踏ま
えて、リンゼイの政治思想におけるデモクラ
シーとリベラリズムの連関という点に着目
し、リンゼイの政治思想を統一的に把握する
ことが目指された。 
 
３．研究の方法 
 
本研究目的を達成するための具体的作業

は、地道な作業ではあるが、リンゼイ政治思
想におけるデモクラシーとリベラリズムの
連関の糸口を見つけるために、リンゼイのリ
ベラリズム論とデモクラシー論それぞれに
関連するテクストを、同時代の様々なコンテ
クストに注意を払いつつ丁寧に検討し直す
ことであった。 
また、イングランドのキール大学図書館の

Special Collections and Archives の
Lindsay Papers において、本研究と関連の深
いリンゼイの未刊行資料を含む一次資料に
ついて調査・収集のうえ、本研究目的の達成
のために活用した。 
 
４．研究成果 
 
デモクラシーとリベラリズムの連関とい

う点に着目することによってリンゼイの政
治思想を統一的に把握することを目指した
本研究の現時点における成果は、以下の通り
である。 
 
(1) 一年目の研究成果 
 
①まず一年目は、イギリス理想主義、ニュー
リベラリズム、社会主義（フェビアン協会な
ど）に関する二次文献を精読しつつ、リベラ
リズムに関係するリンゼイの著作・論文等の
分析を中心的に行った。 
研究を通じて明らかとなったのは、リンゼ

イが自由放任主義に批判的であり、一定の国
家介入の必要を認めていたこと、そして、こ
うしたリンゼイの立場に関しては、イギリス
理想主義者の内、特に T.H.グリーン、B.ボザ
ンケ、E.ケアードからの影響が見られること、
さらに、一定の国家介入の必要性をリンゼイ
は認めただけでなく、中間団体の社会的役割
についてもその意義を高く評価していたこ
と、である。また、その際、リンゼイは単に
個人と国家の関係という枠組みではなく、個
人、中間団体ないし共同社会、国家という三
者の関係に着目して議論を構築していたこ
とも判明した。 
 
②この点に関連する各論的な研究成果とし
ては、貴族院議員としての晩年の活動におい
て、第二次世界大戦後に成立したアトリー労
働党内閣による基幹産業の国有化政策に対
してリンゼイが批判的であったことが明確
となった。 
リンゼイは、労働党について、労働運動と

の関係、つまり、労働組合や協同組合など中
間団体とのつながりを重視し、中央集権的な
産業統治の危険性を内包する国有化政策に
対しては必ずしも肯定的ではなかったので
ある。リンゼイ自身労働党員であったが、フ
ェビアン協会などの社会主義諸団体との関
係よりも、中間団体を尊重する非国教主義の
伝統に連なる労働運動との関係を重視して
いた。 



また、こうした研究の成果については、〔雑
誌論文〕①および〔学会発表〕①として発表
した。 
 
(2)二年目の研究成果 
 
①二年目は、大衆デモクラシー、議会制、政
党制、全体主義、ナショナリズムなどに関す
る二次文献を精読し、20 世紀前期イギリスの
デモクラシー論に関連する近年の研究動向
を確認しつつ、主にデモクラシー論に関する
リンゼイの著作・論文等の分析を重点的に行
った（ただし、すでに一年目に部分的ながら
着手し始めた）。 
明らかとなったのは、イギリス理想主義者

の政治思想とリンゼイのデモクラシー論と
の一定の共通性である。イギリス理想主義者
に広く認められる、ホッブズ、ロックの社会
契約論に対する否定的評価と、ルソーの一般
意志論への肯定的評価は、リンゼイにも見ら
れ、彼のデモクラシー論の性格にも影響を与
えていることが明確になった。 
 
②とりわけ、第二世代のイギリス理想主義者
であるバーナード・ボザンケの一般意志論の、
リンゼイのデモクラシー論への影響が明ら
かとなった。リンゼイはボザンケの一般意志
論を基本的に高く評価しつつも、しかし、一
部に修正を施す必要があるとしたうえで、リ
ンゼイ自身のデモクラシー論において継承
しようとしていたのである。この意味におい
て、リンゼイの政治思想に対するイギリス理
想主義者の影響は、その介入主義的なリベラ
リズムの性格においてだけでなく、デモクラ
シー論においても認められることが判明し
た。 
 こうした研究の成果に関しては、〔雑誌論
文〕①において発表した。 
 
③また、二年目の夏に、未公刊資料を含むリ
ンゼイの一次資料を多数所蔵しているイン
グランドのキール大学図書館を資料調査・収
集のため訪問し、日本では入手できないリン
ゼイの一次資料の内、本研究に関連するもの
を精査したうえで複写し、優先度の高い資料
から分析した。 
これにより、リンゼイが初期から政治に対

して強い関心を示し、自らの政治的見解を
所々で発信していたこと、また、特にデモク
ラシーに関して、社会主義とは「産業の民主
化」を意味し、「政治の民主化」とは矛盾し
ないという、晩年にまとまった形で主張され
るようになる見解をかなり早い時期におい
てすでに得ていたことが判明した。これは、
リンゼイの思想的一貫性を裏づける重要な
事実である。 
 
(3)三年目の研究成果 
 
①三年目は、リンゼイのリベラリズム論を検

討した一年目とデモクラシー論を分析した
二年目の双方の研究成果を踏まえ、リベラリ
ズム論とデモクラシー論の相互関係に注目
し、同時代のバーカーの諸著作と比較しつつ、
リンゼイの政治思想に関するテクストを幅
広く検討した。 
この作業を通じて、1943 年刊行の『近代民

主主義国家』において、リンゼイ自身、リベ
ラリズム論とデモクラシー論との関係を、
「社会の理論」としてのデモクラシーと「統
治の理論」としてのデモクラシーとの関係と
して議論していることが確認できた。デモク
ラシーという概念は、多くの場合、ある統治
の形態を意味するものとして用いられるが
（「統治の理論」としてのデモクラシー）、し
かし、ある社会の形態についてのデモクラシ
ーの用法（「社会の理論」としてのデモクラ
シー）もあるとリンゼイは考える。そしてリ
ンゼイは、両者の関係について、多様な中間
団体からなる「民主的」な社会の形態が何よ
り尊重されるべきものであり、国家は「民主
的」社会に奉仕すべきであること、また、奉
仕するにあたり、国家は市民の政治参加を承
認する「民主的」な統治の形態を備える必要
があること、を主張した。その意味で、リン
ゼイにおいて、デモクラシー論は、リベラリ
ズム論に資する議論として理解されている
ことが明らかとなった。 
 
②また、『近代民主主義国家』だけではなく、
世界恐慌後の 1930 年代から 40年代前半にか
けての時期のリンゼイの他の著作・論文等に
おいても、デモクラシーとリベラリズムの関
係性ついての議論とその変遷の跡が見られ
た。 
 
③本研究の最終的な成果に関しては、期間内
に間に合わせることができなかったが、近く
一冊の単著として東北大学出版会より刊行
する予定である。 
 
(4)今後の展望 
 
①本研究はリンゼイの政治思想について主
に理論的に検討するものであったが、リンゼ
イが同時代の様々な社会的・政治的活動に関
わっていたことを踏まえれば、当時のイギリ
スの社会的・政治的状況との関係にも目を配
り、そうした観点から評価し直すことが不可
欠である。 
 
②例えば、リンゼイのリベラリズム論に関し
ては、1930 年代の失業問題に対するリンゼイ
の関わりについてさらに分析する必要があ
る。また、本研究で注目したリンゼイによる
「社会の理論」としてのデモクラシー論と
「統治の理論」としてのデモクラシー論の区
別が意味するところについても、ドイツのナ
チズム、ロシアの共産主義についてリンゼイ
がどう評価していたかという点との関係が



重要であり、この点についてのさらなる検討
が不可欠である。 
 
③そして、同時代の他の思想家たちとの比較
を通じて、リンゼイの政治思想の同時代的意
味について解明することも今後の課題であ
る。 
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